
　　　　　　　　　

   韮
にらやまじょうあと

山城跡は、戦国時代の北
ほうじょう

条氏（後北条氏・小田原北条氏）の祖である、伊
い せ

勢宗
そうずい

瑞（通称

北条早
そううん

雲）が築いた城の跡です。伊豆半島北部に広がる田
た が た

方平野の東部にあり、富士山・箱

根山を望む丘陵に立地しています。

明
めいおう

応 2 年（1493）、 駿河今川氏の客
きゃくしょう

将であった伊勢宗瑞は、伊豆韮山の堀
ほりごえ

越公
く ぼ う

方を攻め、

伊豆に進出しました。伊豆国を平定した宗瑞は、堀越御所の東側 1.6 ㎞にある丘陵を中心に

韮山城を整備し、自らの本城と定めました。宗瑞の死後、２代目の氏
うじつな

綱は北条氏と改姓し、

相模国小田原に本拠の城を移したため、韮山城は伊豆地域を治める支城となりました。しか

し、韮山城は、今川氏・武田氏など西側大名に対する防御拠点として、重要な城でありました。

天
てんしょう

正 18 年 （1590）３月、 豊臣秀吉の小田原攻めでは、４万４千人の軍勢に囲まれまし

たが、３ヶ月にわたる籠
ろうじょうせん

城戦の末、小田原城に先だって、６月に開城しました。北条氏滅亡

後、 韮山城は徳川氏の城へ変わり、 関
せ き が は ら

ヶ原の合戦後の慶
けいちょう

長６年（1601）に廃城になりました。

廃城後の韮山城は、韮山代官の御
お か こ い ち

囲地となったため、大きく改変されることはなく、戦国時

代の姿を今に伝えています。 

　韮山城跡は、北条氏の最初の城であるとともに、その終
しゅうえん

焉を語る重要な遺跡です。したがっ

て、周辺の町場や街道を含めて、韮山城跡の調査・研究を進めることによって、北条氏の約

90 年間にわたる領国形成の変遷を明らかにすることができるでしょう。また、周辺に点在

する付
つけじろあと

城跡群も、天正 18 年における豊臣軍との攻防の姿を視覚的に復元するための、貴重

な遺跡といえます。

　　　　　　　

北西上空より見た韮山城跡

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　
 －戦国時代のはじまりと終わりを語る－ 
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年代 韮山城・北条氏に関するできごと 関連する日本史上のできごと 韮山城主 北条家

明応 ２ 年（1493） 伊勢宗瑞、伊豆に侵攻し、堀越御所の足利茶々
丸（政知の子）を攻める。韮山に本拠を定める。

伊勢宗瑞
( 北条早雲）

伊勢宗瑞
（北条早雲）明応 ９ 年（1500） この頃までに韮山城が整備されていた。宗瑞が

韮山城内に熊野権現社を勧請したと伝わる。
永正 16 年（1519） 伊勢宗瑞、韮山城で死去

天文 ６ 年（1537） 天文 14 年まで、今川義元と対立・抗争。
「河東一乱」が起こる。 氏綱

天文 12 年（1543） 種子島に鉄砲伝来

氏康  
永禄 ３ 年（1560） 桶狭間の戦い
永禄 12 年（1569） 武田信玄、駿河東部・伊豆に侵攻する。
元亀 元 年（1570） 武田信玄、韮山城で北条氏規らと合戦に及ぶ。
天正 ３ 年（1575） 長篠・設楽原の戦い

氏政
天正 ７ 年（1579） 天正 10 年まで、武田勝頼と駿河東部の支配権

をめぐり抗争。　

天正 ８ 年（1580） 武田氏との駿河湾海戦。

氏直

天正 10 年（1582） 武田氏の滅亡　本能寺の変

天正 13 年（1585） 天正 18 年まで、韮山城の普請が盛んに行われ
る。 　

天正 17 年（1589） 豊臣秀吉、小田原征伐を布告
北条氏規

天正 18 年（1590）
3 月 29 日 豊臣方、韮山城攻め始まる。
6 月 24 日 韮山城開城 7 月 5 日小田原城開城
8 月 内藤信成、韮山城主となる。

内藤信成

　
慶長 ５ 年（1600） 関ヶ原の戦い

慶長 ６ 年（1601） 内藤信成、駿府へ転封（韮山城廃城）
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